







































































































































































news.com/2020/03/14/17404/），具体的な会見の動画は以下の通り。Mette Frederiksen holdt også 
pressemøde for børnene: Se det her（https://www.dr.dk/nyheder/indland/mette-frederiksen-holdt-
ogsaa-pressemoede-boernene-se-det-her），Canadian Prime Minister Justin Trudeau answers kids’ 
















































































エジンバラ大学に設けられた「スコットランド子どもの人権研究所」（Observatory of Children's 
Human Rights Scotland）に委嘱して「スコットランドにおけるCOVID-19対策についての独立子ど
も影響評価」（Independent Children’s Rights Impact Assessment on the Response to Covid-19 in 
Scotland）を実施した。国連声明を基本的枠組みとし，スコットランドの子どもたちの状況と政府の
COVID-19対策のあり方を分析したものである。平野裕二「スコットランド子ども・若者コミッショ
ナー，新型コロナ対策の影響に関する独自評価の結果を踏まえて「子どもの権利上の緊急事態」を憂慮」
（2020年７月19日）
　　https://note.com/childrights/n/n939acff5f9cf?fbclid=IwAR2AaKdfK4a3Hu5P6aGbnxJGY7klS0fbJPhK
6gXdN9JurfmdicMWmzJgvGo
　　今後，日本においてもコロナ禍における子どもたちの影響を検討する際に参考になる取組である。
（ながせ　まさこ　社会福祉学科）
2020年11月16日受理
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資料１
国連・子どもの権利委員会：新型コロナ感染症（COVID-19）に関する声明
　子どもの権利委員会は，COVID-19パンデミックが子どもたちに及ぼす重大な身体的，情緒
的および心理的影響について警告するとともに，各国に対し，子どもたちの権利を保護するよ
う求める。
　子どもの権利委員会は，COVID-19パンデミックの影響による世界中の子どもたち（とくに，
脆弱な状況に置かれている子どもたち）の状況について懸念を表明する。とくに緊急事態およ
び義務的ロックダウンを宣言した国々において，多くの子どもたちが身体的，情緒的および心
理的に重大な影響を受けている。
　10の人権条約機関が発した宣言に加えて，委員会はさらに，各国に対し，COVID-19パンデ
ミックが突きつける公衆衛生上の脅威に対処するための措置をとるうえで子どもの権利を尊重
するよう促すものである。とくに委員会は，各国に対し，以下の措置をとるよう求める。
１　今回のパンデミックが子どもの権利に及ぼす健康面，社会面，情緒面，経済面およびレク
リエーション面の影響を考慮すること。当初は短期のものとして宣言されたとはいえ，各国
の緊急事態宣言および（または）災害宣言がより長期間維持され，人権の享受に対するさら
に長期間の制限につながる可能性があることは明らかになっている。委員会は，危機の状況
にあっては，公衆衛生を保護するため，一部の人権の享受の制限につながる可能性がある措
置が国際人権法において例外的に許容されていることを認識するものである。しかしながら，
このような制限は必要な場合にのみ課され，比例性を有しており，かつ最小限のものに限ら
れなければならない。加えて，COVID-19パンデミックのために財源の利用可能性に相当の
悪影響が生じる可能性があることは認知しながらも，これらの困難は条約実施を阻害するも
のとみなされるべきではない。このような困難にもかかわらず，各国は，パンデミックへの
対応（資源の配分の制約および資源の配分に関する決定を含む）が子どもの最善の利益の原
則を反映したものになることを確保するべきである。
２　子どもたちが休息，余暇，レクリエーションおよび文化的・芸術的活動に対する権利を享
受できるようにするための，オルタナティブかつ創造的な解決策を模索すること。このよう
な解決策には，社会的距離を保つための要領およびその他の衛生基準を尊重する監督下での
野外活動（少なくとも１日１回），ならびに，テレビ，ラジオおよびオンラインにおける子
どもにやさしい文化的・芸術的活動が含まれるべきである。
３　オンライン学習が，すでに存在する不平等を悪化させ，または生徒・教員間の相互交流に
置き換わることがないようにすること。オンライン学習は，教室における学習に代わる創造
的な手段ではあるが，テクノロジーもしくはインターネットへのアクセスが限られているも
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しくはまったくない子ども，または親による十分な支援が得られない子どもにとっては，課
題を突きつけるものでもある。このような子どもたちが教員による指導および支援を享受で
きるようにするための，オルタナティブな解決策が利用可能とされるべきである。
４　緊急事態，災害またはロックダウンの期間中，子どもたちに栄養のある食事が提供される
ようにするための即時的措置を起動させること。学校給食制度を通じてしか栄養のある食事
を得られない子どもたちも多いためである。
５　子どもたちへの，保健ケア，水，衛生および出生登録を含む基礎的サービスの提供を維持
すること。保健制度への圧力の高まりおよび資源の欠乏にもかかわらず，子どもたちは保健
ケアへのアクセス（検査および将来開発される可能性があるワクチン，COVID-19関連の治
療およびCOVID-19とは関係のない治療，精神保健サービスならびに既存疾患の治療へのア
クセスを含む）を否定されるべきではない。子どもたちはまた，緊急事態，災害またはロッ
クダウンの期間中，清潔な水および衛生設備にもアクセスできるべきである。出生登録サー
ビスは停止されるべきではない。
６　子どもの保護のための中核的サービスを必須サービスに位置づけ，これらのサービス（必
要な場合の家庭訪問を含む）が機能し続けかつ利用可能とされ続けることを確保するととも
に，ロックダウン下で暮らしている子どもたちに対し，専門家による精神保健サービスを提
供すること。子どもたちは，外出制限により，家庭におけるいっそうの身体的および心理的
暴力にさらされ，または過密でありかつ最低限の居住適正条件を欠いた家庭で過ごすことを
余儀なくされる可能性がある。障害および行動上の問題がある子どもたちおよびその家族は，
密室においてさらなる困難に直面しかねない。各国は，電話およびオンラインによる通報・
付託制度ならびにテレビ，ラジオおよびオンライン経路を通じた注意喚起・意識啓発活動を
強化するべきである。COVID-19パンデミックの経済的および社会的影響を緩和するための
戦略にも，子どもたち（とくに貧困下で暮らしている子どもおよび十分な住居にアクセスで
きていない子ども）を保護するための具体的措置を含めることが求められる。
７　パンデミックが引き起こす例外的状況によって脆弱性がいっそう高まる子どもたちを保護
すること。これには，障害のある子ども，貧困下で暮らしている子ども，路上の状況にある
子ども，移住者・庇護申請者・難民・国内避難民である子ども，マイノリティおよび先住民
族の子ども，HIV／AIDSを含む基礎疾患がある子ども，自由を奪われている子どもまたは
警察の留置場，刑事施設，閉鎖養護施設，移住者拘禁施設もしくはキャンプに収容されてい
る子どもならびに施設で暮らしている子どもが含まれる。各国は，COVID-19パンデミック
に対処するための措置において差別を受けないすべての子どもの権利を尊重するとともに，
脆弱な状況に置かれている子どもたちを保護するための焦点化された措置をとるべきであ
る。
８　あらゆる形態の拘禁下に置かれている子どもたちを可能な場合には常に解放するととも
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に，解放することのできない子どもたちに対し，家族との定期的接触を維持するための手段
を提供すること。多くの国は，施設で暮らしている子どもまたは自由を奪われている子ども
（警察施設，刑事施設，閉鎖施設，移住者拘禁施設もしくはキャンプに収容されている子ど
もを含む）との面会および接触の機会を制限する措置をとっている。これらの制限は短期的
には必要な措置とみなされうるものの，長期に及べば子どもたちに著しい悪影響をもたらす
ことになろう。子どもたちは常に，家族との定期的接触を，直接ではないにせよ電子的通信
または電話を通じて維持することを認められるべきである。緊急事態，災害宣言または国の
命令による外出制限の期間が延長される場合，このような面会を禁止する措置の再評価を考
慮することが求められる。移住の状況下にある子どもたちは拘禁されるべきではなく，また
親がいっしょにいる場合には親から引き離されるべきでもない。
９　COVID-19に関連する国の指導および指示に違反したことを理由とする子どもの逮捕また
は拘禁を行なわないようにするとともに，逮捕または拘禁されたいかなる子どもも直ちに家
族のもとに帰されるようにすること。
10　COVID-19および感染予防法に関する正確な情報を，子どもにやさしく，かつすべての子
ども（障害のある子ども，移住者である子どもおよびインターネットへのアクセスが限られ
ている子どもを含む）にとってアクセス可能な言語および形式で普及すること。
11　今回のパンデミックに関する意思決定プロセスにおいて子どもたちの意見が聴かれかつ考
慮される機会を提供すること。子どもたちは，現在起きていることを理解し，かつパンデミッ
クへの対応の際に行なわれる決定に参加していると感じることができるべきである。
　2020年４月８日
　◆ 原文：英語（PDF）
　◆ 日本語訳：平野裕二
　https://w.atwiki.jp/childrights/pages/327.html
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資料２：かんたんな日本語訳
子どもの権利と新型コロナウィルス感染症
国連子どもの権利委員会（原文：英語）
日本語訳：平野裕二
かんたんな日本語訳：長瀬正子・畠山由佳子
（2021年１月15日一部修正）
　子どもの権利委員会⑴は，コロナウィルスが世界的に流行することで，子どもたちの身体，
心や感情表現に大きな影響を与えると考えています。だからこそ，それぞれの国が，子どもた
ちの権利をまもるように求めたいと思います。
　世界中のすべての子どもたちの状況が心配です。とくに，コロナの前から苦しい状況にいる
子どもは，よりつらい状況になっていないか気がかりです。緊急事態宣言が出たり，ロックダ
ウン⑵がなされている国々においては，多くの子どもたちが身体，心や感情に大きな影響を受
けています。
　コロナウィルス感染拡大による影響を最も少なくするためにさまざまな対応がなされます。
この文書は，どんな時にも，子どもの権利を尊重するために，各国に対して提案するものです。
１．新型コロナウィルス感染症の世界的流行の影響
　今起きている世界中での感染の広がりは，子どもの権利のさまざまな面に影響を与えます。
健康，社会のありよう，教育，それから，お金に関することやほっとすることや遊びなど楽し
いことにも，影響があります。緊急事態宣言による「がまんの生活」は少しの間だけ，と思わ
れていました。でも，実際は少しの期間では終われず，思った以上に長い「がまんの生活」に
なりそうです。現在は，世界的にも非常に心配な状況です。いつもは，委員会は，誰かの権利
をとめるような方法はできるだけやめるべきだと思っています。それでも，今は，人々がこれ
以上コロナウィルスに感染しないようにするためには，誰かの権利をとめるようなこともある
「がまんの生活」も必要だと考えています。しかし，このような「がまん」は，必要な分だけ，
そして，できるだけ少なくする必要があります。加えて，この世界的な感染の広がりは，国の
財政を苦しくさせます。でも，だからといって，子どもの権利を実現することをじゃましては
いけません。すべての国は，できるだけ感染をへらすための行動を考える際にも，子どもにとっ
て最もよいことは何かを考える（第３条）必要があります。
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2．子どもたちの文化的・芸術的活動を大切に
　子どもたちが休んだり，ほっとしたり，遊んだりすること，文化や芸術に触れるような活動
ができるようにするために，さまざまな方法を考えましょう。例えば，１日１回の屋外での活
動（その時には，人と人との距離をとることや，健康をまもるための基準をまもる）や，テレ
ビやラジオ，それからオンラインを利用した子どもにやさしい文化的・芸術的活動はおすすめ
です。
3．子どもの学びを保障すること
　オンライン学習が，もうすでにあった不平等や格差をより悪化させないようにすることも大
切です。また，オンライン学習だけが，子どもと教員のコミュニケーションをとるものになる
こともさけましょう。オンライン学習をするための環境を考えてみましょう。家にパソコンが
ありすぐにオンライン学習ができる環境がある子どもは学習に参加できますが，そういった機
器をもっていない子どもは参加できません。そうした状況にある子どもがいることも想像し，
子どもと教員が交流するためのツールをオンライン学習のみにすることなく，子どもが活用で
きる多様な方法を考える必要があります。
4．栄養のある食事を確保すること
　緊急事態，またはロックダウンの間に，子どもたちが栄養のある食事をたべることができる
ようにするための仕組みをすぐに準備しましょう。学校が休校になっていますが，栄養のある
食事が給食だけであるという子どもたちもいるからです。
5．子どもに対する基本的なサービスをとめないこと　
　子どもに対する基本的なサービス（例えば，健康に関すること，水，衛生状態をよくするこ
とや出生登録など）をとめないようにしましょう。子どもの健康を守るシステムは，この間の
感染にかかわる対応によって忙しくなったり，もともとあった資源が少なくなってしまったり
しています。たとえ，そのような状況であっても，子どもたちが必要とする健康にかかわるケ
アがうけられなくなったり，受けづらくなってしまったりするのを防がなくてはなりません。
例えば，コロナウィルスに関する治療については必要な検査，将来開発される可能性のあるワ
クチンを受けることがあげられます。コロナウィルスに関わる医療ケアだけではありません。
医療サービスが足りない状況になっても，子どもたちがもともともっていた病気に対する治療
やメンタルヘルス（心の健康）に対する治療も引き続き受けられるようにする必要があります。
　どんな緊急事態においても，清潔な水が飲め，清潔な環境にいられるようにすることは大切
です。出生登録についても同様です。
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6．子どもをまもる仕組みを保ちつづけること
　子どもをまもる仕組みを，今の状況において「非常時でも絶対に提供されるサービス（英語
では，essential services）」として考える必要があります。それは，食料を売ったり，電車や
バスを動かしたりすることや，医療や警察と同じように止めてはいけないサービスです。そし
て，これらのサービスが，子どもと家族にとって使いやすい仕組みであり続けるようにしましょ
う。子どもや家庭にとって必要だと思われるときに家庭訪問してもらうことや，心の安定をま
もる（メンタルヘルス）ためのケアを提供することなどが考えられます。外出制限があること
は，子どもたちが，家のなかで体や心への暴力にあうリスクを高めてしまいます。また，もの
すごく家族がたくさんいてきゅうくつなスペースで生活している子どももいます。そうしたと
き，特に，障害のある子どもとその保護者は，よりしんどい状況になってしまうこともありま
す。すべての国は，電話やオンラインによる連絡や通報の仕組みを知ってもらうために，今ま
で以上にテレビやラジオやオンラインを通じて働きかけていく必要があります。そして，コロ
ナウィルスの感染拡大によってもたらされる経済的な，あるいは社会的な影響をできるだけや
わらげるためにも，貧困，あるいは住宅事情がよくない子どもの権利をまもるための特別な対
策も求められています。
7．よりつらい状況になってしまう子どもに重点をおく
　感染の世界的な広がりによって引き起こされる想像をこえた状況によって，よりつらい状況
になってしまう子どもの権利をまもりましょう。具体的には，障害のある子ども，貧困の状態
にある子ども，路上で生活している子ども，移住や難民の申請をしている子ども，国内で避難
をしている子ども，マイノリティや先住民族の子ども，HIVを含む基礎疾患を持っている子ど
も，自由を奪われている子ども，難民キャンプや少年司法にかかわる施設，児童養護施設等の
子どもが考えられます。コロナによる影響を最も少なくするためにも，差別の禁止（第２条）
の視点は大切です。私たちは，コロナによる影響でよりつらい状況になってしまう子どもに重
点を置いた対応をとる必要があります。
8．自由を奪われている子どもたち
　自由を奪われている子どもたち（身体的に行動が制限されている施設などで生活している子
どもたち）について特に伝えたいことがあります。可能ならば，子どもたちが施設から釈放さ
れるようにしましょう。それが難しい場合は，家族と定期的に会えるようにする方法を考えま
しょう。多くの国では，施設で生活する子どもや自由を奪われている子ども（例えば，警察の
施設や刑事施設，閉鎖されている施設，難民のひとたちを収容する施設など）は家族との面会
を制限されています。こうしたことは，短期間は必要な場合はあるものの，長期間になると，
よくないことが多くなります。子どもたちは，家族に直接会うという方法が難しくとも，電子
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メールや電話等も含めて家族と連絡がとれるようにするべきだと考えます。緊急事態宣言が延
長される場合は，家族と会うことを禁止するということについてもう一度考えなおしましょう。
親と一緒に移住しようとしてきた子どもたちが収監されたり，親と引き離されてはいけません。
9．コロナウィルスにかかわる子どもの逮捕
　コロナウィルスに関連する国からの指導にしたがわなかったことによって，子どもが逮捕さ
れたり，刑務所に入ることがないようにしましょう。また，たとえそうした状況が起きたとし
ても，すぐに家族のもとに帰れるようにしましょう。
10．コロナウィルスに関する正しい情報の伝達
　コロナウィルスについて，そして，コロナウィルスの感染を予防していくための正しい情報
を，子どもにやさしくかつすべての子どもに伝えられるようにしましょう。そのときには，障
害のある子どもや，日本語を理解するのが難しい子どもや，インターネットにアクセスしにく
い子どものことも想像し，さまざまな言語や方法で可能な限り届けられるようにすることが大
切です。
11．子どもの意見を聴くこと
　今起きている世界的な感染の広がりにおけるさまざまなことを決めていくプロセスにおい
て，子どもたちの意見が聴かれ，大切にされる機会をつくりだしていきましょう。子どもたち
は，今何が起きているのかを理解し，そして，そのことにかかわってなされるさまざまな対応
とプロセスにおいて，自分も参加している，かかわっているという感覚をもてるようにするこ
とが何よりも大切なことです。
2020年４月８日
〔注〕
⑴　子どもの権利についてそれぞれの国の状況をチェックしたり，確認したりする国連の組織です。
⑵　感染が広がるのを防ぐために人々の移動を少なくするための政策
〔英語全文〕
https://tbinternet.ohchr.org/Treaties/CRC/Shared%20Documents/1_Global/INT_CRC_STA_9095_E.pdf
平野裕二さんによる日本語訳全文
https://img.atwikiimg.com/www26.atwiki.jp/childrights/attach/327/36/CRC%20Committee%20on%20
COVID19%20Japanese.pdf
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